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※ 次回の「弘法さん」縁日は令和７年７月１５日 (火 ) です。

    

六
月
に
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
時
で
す
が
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
二
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史

街
道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」

を
お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋

城
下
町
を
起
点
に
広
が
る
脇
街
道
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。
今
月
は
上
街
道
と
下

街
道
で
す
。

★
藩
道
の
上
街
道
（
木
曽
街
道
）

    

名
古
屋
城
下
町
と
中
山
道
を
結
ん
だ
の

は
尾
張
北
西
部
に
お
い
て
は
美
濃
街
道
で

す
が
、
尾
張
北
東
部
で
は
上
街
道
、
下
街

道
で
す
。
い
ず
れ
も
矢
田
川
や
庄
内
川
で

は
渡
し
船
を
使
い
、
城
下
町
の
志
水
口
、

大
曽
根
口
か
ら
進
み
ま
す
。

    

上
街
道
は
小
牧
山
の
東
を
抜
け
て
、
犬

山
城
下
を
通
っ
て
中
山
道
に
至
り
ま
す
。

中
山
道
が
木
曽
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
木

曽
街
道
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
上
街
道
に

は
様
々
な
異
名
が
あ
り
ま
す
。

    

小
牧
宿
を
通
る
か
ら
こ
と
か
ら
小
牧
街

道
、
小
牧
宿
に
造
営
さ
れ
た
小
牧
御
殿
に

藩
主
が
往
来
し
た
こ
と
か
ら
御
殿
様
街
道
、

名
古
屋
城
下
と
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
名
古

屋
往
還
、
名
古
屋
城
下
と
犬
山
城
下
を
結

ぶ
こ
と
か
ら
犬
山
街
道
と
も
呼
ば
れ
ま
し

た
。

    

上
街
道
は
一
六
二
三
年
か
ら
尾
張
藩
が

整
備
し
た
街
道
で
す
。
木
曽
に
尾
張
藩
領

の
飛
び
地
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

    

名
古
屋
城
の
東
大
手
門
が
始
点
で
あ
り
、

東
片
端
を
曲
が
り
、
志
水
口
、
安
井
、
味

鋺
を
通
り
、
小
牧
宿
を
抜
け
て
犬
山
の
楽

田
追
分
に
至
り
、
さ
ら
に
善
師
野
宿
、
土

田
宿
を
経
て
、
終
点
の
太
田
の
渡
し
で
中

山
道
に
合
流
し
、
伏
見
宿
を
目
指
し
ま
す
。

    

距
離
は
約
十
一
里
（
約
四
十
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）
で
三
つ
の
宿
場
を
擁
し
ま
し
た
。

楽
田
追
分
で
稲
置
街
道
と
分
岐
し
ま
す
。

    

尾
張
藩
に
と
っ
て
重
要
な
街
道
で
あ
っ

た
た
め
、
五
街
道
並
み
に
整
備
・
管
理
さ

れ
、
宿
場
や
一
里
塚
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

五
街
道
と
は
、
幕
府
所
管
の
東
海
道
、
中

山
道
、
日
光
街
道
、
奥
州
街
道
、
甲
州
街

道
で
す
。
軍
事
的
な
理
由
か
ら
、
大
河
に

も
橋
を
架
け
ず
、
升
形
が
多
く
、
二
間
幅

で
あ
る
な
ど
、
五
街
道
に
準
じ
た
道
の
造

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

    

上
街
道
と
並
置
さ
れ
た
稲
置
街
道
も
あ

り
ま
し
た
。
稲
置
街
道
は
上
街
道
と
田
楽

追
分
（
犬
山
）
ま
で
は
道
を
共
有
し
、
そ

こ
か
ら
分
岐
し
て
五
郎
丸
を
通
っ
て
犬
山

城
下
に
至
り
ま
す
。
当
時
犬
山
近
く
は
稲

置
村
と
言
い
ま
し
た
の
で
稲
置
街
道
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

    

上
街
道
沿
い
に
も
多
く
の
城
や
社
寺
が

あ
り
ま
し
た
。
矢
田
川
の
手
前
に
は
秀
吉

の
妻
お
ね
の
養
父
浅
野
長
勝
が
築
い
た
安

井
城
が
あ
り
ま
し
た
。

    

矢
田
川
沿
い
に
は
天
平
年
間
（
七
二
九

～
四
九
年
）
行
基
創
建
の
古
刹
、
成
願
寺

や
護
国
院
が
あ
り
ま
す
。
街
道
途
中
の
味

鋺
神
社
は
延
喜
式
に
載
る
古
社
で
す
。

★
人
気
の
下
街
道
（
善
光
寺
街
道
）

    

下
街
道
も
名
古
屋
城
下
町
と
中
山
道
を

結
ぶ
脇
往
還
で
す
。
物
資
輸
送
に
と
っ
て

重
要
な
経
路
で
あ
り
、
中
世
に
は
原
形
が

あ
り
ま
し
た
。
近
世
に
な
り
、
尾
張
藩
が

上
街
道
と
並
行
し
て
下
街
道
を
開
き
ま
す
。

    

名
古
屋
城
下
の
札
ノ
辻
が
始
点
で
あ
り
、

大
曽
根
口
を
出
て
、
味
鋺
の
湿
地
帯
を
避

け
て
勝
川
に
向
か
い
、
坂
下
、
内
津
、
土

岐
、
釜
戸
を
通
っ
て
恵
那
の
槇
ヶ
根
追
分

で
中
山
道
大
井
宿
と
つ
な
が
る
全
長
十
五

里
（
約
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
道
で
す
。

城
下
か
ら
中
山
道
へ
は
上
街
道
経
由
よ
り

約
４
里
長
い
行
程
で
す
。

    

街
道
名
は
行
先
を
冠
す
る
こ
と
が
多
く
、

地
域
に
よ
っ
て
呼
び
方
が
異
な
り
ま
す
。

善
光
寺
参
り
、
御
嶽
講
な
ど
の
旅
人
に
も

使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
善
光
寺
街
道
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

    

上
街
道
は
尾
張
藩
の
公
道
、
藩
道
で
あ

り
、
公
用
の
荷
物
、
役
人
の
通
行
優
先
で

あ
っ
た
た
め
、
庶
民
は
敬
遠
し
ま
し
た
。

    
一
方
、
下
街
道
は
藩
の
管
理
下
に
な
い

民
道
、
庶
民
の
道
で
す
。
下
街
道
に
は
宿

場
も
関
所
も
な
く
、
自
由
に
往
来
で
き
ま

し
た
。
手
間
の
か
か
る
荷
継
ぎ
、
馬
継
ぎ

も
な
く
、
運
賃
も
安
く
、
地
形
も
起
伏
が

少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
物
資
輸
送
路
と

し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
下
街
道
が
賑
わ

っ
た
理
由
は
、
距
離
が
短
く
、
規
制
が
少

な
い
こ
と
で
す
。

    

も
ち
ろ
ん
下
街
道
に
も
問
題
は
あ
り
ま

し
た
。
問
屋
場
や
人
馬
継
立
て
の
備
え
は

貧
弱
で
、
道
幅
も
狭
く
、
街
道
に
は
土
岐

川
を
始
め
肥
田
川
、
妻
木
川
、
生
田
川
な

ど
が
あ
っ
て
橋
賃
も
必
要
で
、
洪
水
で
渡

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
度
々
で
し
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
公
道
で
あ
る
上
街
道
よ

り
も
利
便
性
で
優
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

    

下
街
道
の
便
利
さ
は
藩
士
に
も
知
ら
れ

て
お
り
、
木
曽
衆
と
言
わ
れ
た
尾
張
藩
山

村
家
、
千
村
家
は
、
木
曽
と
名
古
屋
城
下

の
往
来
に
特
例
的
に
下
街
道
を
使
い
ま
し

た
。
自
前
で
人
馬
を
調
達
し
て
沿
道
に
迷

惑
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
ま
で
、
下
街
道

を
使
い
ま
し
た
。

    

下
街
道
の
利
用
が
活
発
に
な
る
こ
と
は
、

公
道
で
あ
る
上
街
道
の
利
用
者
、
つ
ま
り

旅
人
や
荷
駄
が
減
り
、
駄
賃
・
宿
賃
稼
ぎ

が
で
き
ず
、
上
街
道
の
小
牧
、
善
師
野
、

土
田
の
三
宿
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
し

た
。

    

そ
の
た
め
一
六
二
四
年
、
三
宿
連
名
で

「
下
街
道
の
商
人
荷
物
通
行
禁
止
」
の
訴

状
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
藩
も
上
街
道
を
救

済
す
る
た
め
に
、
下
街
道
の
荷
駄
取
扱
い

禁
止
、
武
士
の
通
行
禁
止
な
ど
の
御
触
れ

を
再
三
出
し
ま
し
た
が
、
十
分
に
は
守
ら

れ
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
何
度

も
訴
状
と
御
触
れ
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た

が
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

★
犬
山
城
と
東
之
宮
古
墳

    

来
月
は
上
街
道
沿
い
の
犬
山
城
と
東
之

宮
古
墳
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
乞
ご

期
待
。
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※ 次回の 「弘法さん」 縁日は令和７年７月１５日 ( 火 ) です。

ų

ႏ
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
Ჰ
月

で
す
。
梅
雨
の
ܓ
ራ
に
な
り
ま
し

た
。
᏿
ၘ
な
ど
に
お
ൢ
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
ஔ
ୌ
は
݊
い
ଐ
も
あ

り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

ų

か
わ
ら
༿
で
は
ଐ
ࠝ
˟
ᛅ
の
中

に
ԃ
ま
れ
て
い
る
ʿ
૙
用
ᛖ
を
ご

ኰ
ʼ
し
て
い
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
使
っ
て
い
る
ʿ
૙
用

ᛖ
。
そ
れ
だ
け
ଐ
ஜ
人
の
ဃ
活
に

๋
け
ᡂ
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

ų

今
年
も
᭗
名
な
寺
ᨈ
に
お
ਔ
き

い
た
だ
い
て
お
ש
さ
ん
Ⴛ
手
に
ʿ

૙
の
ᛅ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
Ϙ
ᛩ
の
よ
う
な
ஜ
当
の
ᛅ

で
す
。
と
言
っ
て
使
っ
た
「
Ϙ
ᛩ
」

も
Ψ
々
は
ʿ
૙
用
ᛖ
で
す
。

ų

ଐ
ࠝ
˟
ᛅ
に
ႇ
場
す
る
「
Ϙ
ᛩ
」

は
ち
ᵾ
っ
と
ƾ
Ɵ
け
た
ᛅ
、
᩿
ႉ

い
内
ܾ
、
時
に
ᇰ
え
る
よ
う
な
˟

ᛅ
を
指
し
ま
す
が
、
ʿ
૙
用
ᛖ
の

「
Ϙ
ᛩ
」
の
ஜ
来
の
ॖ
味
は
ᢌ
い
ま

す
。

ų

ʿ
૙
で
は
̲
行
に
関
̞
な
い
໯

用
な
ᛅ
を
「
Ϙ
ᛩ
」
と
呼
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
「
Ϙ
」
と
い
う
๮

܌
に
は
「
໯
駄
」「
ɧ
要
」「
˷
り
」

と
い
う
ॖ
味
が
あ
り
ま
す
。

ų

「
Ϙ
ᛩ
」
と
は
「
໯
駄
ᛅ
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
や
が
て
、
ʿ
道
̲

行
ˌ
ٳ
の
場
で
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ྵ
נ
の
ଐ
ࠝ
˟
ᛅ
に

ႇ
場
す
る
よ
う
な
使
わ
れ
方
に
᠃

じ
て
い
き
ま
し
た
。

ų

「
Ϙ
」
と
い
う
๮
܌
に
そ
う
い
う

ॖ
味
が
あ
る
の
で
、
「
Ϙ
ᐾ
」
「
Ϙ

長
」
ሁ
々
の
言
ᓶ
の
ॖ
味
も
よ
く

理
ᚐ
で
き
ま
す
。
「
Ϙ
ᐾ
」
は
よ
く

ճ
る
こ
と
、
「
Ϙ
長
」
は
必
要
ˌ
上

に
長
い
こ
と
を
そ
れ
Ƨ
れ
ᘙ
ྵ
し

ま
す
が
、
必
ず
し
も
फ
い
ȋ
ᶇ
Ǣ

ȳ
ǹ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ų

「
あ
の
人
は
Ϙ
ᐾ
だ
」
と
ᘙ
ྵ
す

る
時
に
は
「
ᛅ
が
上
手
だ
ね
」
と

い
う
ȋ
ᶇ
Ǣ
ȳ
ǹ
も
あ
り
ま
す
。

ǳ
ȳ
Ȕ
ᶇ
ー
ǿ
ー
や
߻
場
設
備
の

分
野
で
は
「
Ϙ
長
な
ನ
成
」
と
い

う
場
合
は
「
˷
ᘽ
の
あ
る
ನ
成
」

と
い
う
ȋ
ᶇ
Ǣ
ȳ
ǹ
も
あ
り
ま
す
。

ų

「
Ϙ
ᛩ
」
と
言
え
ば
、
Ȁ
Ǹ
ᶆ
Ȭ

（
駄
ම
ᓳ
）、
Ǫ
Ȥ
Ǹ
Ǯ
ᶆ
ǰ
の
᫏

も
ԃ
ま
れ
ま
す
が
、
Ȅ
Ȝ
に
は
ま

る
と
大
Ӗ
け
し
ま
す
ね
。
そ
ん
な

時
に
は
「
Ϙ
ᐾ
」
に
「
Ϙ
ᛩ
」
を

言
っ
た
人
の
᩿
目
៫
ڦ
で
す
。
と

言
っ
て
使
っ
た
「
᩿
目
」
も
ʿ
૙

用
ᛖ
で
す
。

ų

人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
「
᩿
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
「
᩿
」
の
ఋ
࣎

部
分
が
「
目
」
で
す
。
つ
ま
り
「
᩿

目
」
は
人
఍
あ
る
い
は
人
物
そ
の

も
の
、
言
わ
ば
全
人
఍
を
ॖ
味
し

ま
す
。

ų

̾
人
で
は
な
く
、
人
間
一
ᑍ
に

当
て
は
め
る
と
「
人
間
と
は
何
か
」

「
人
間
の
ஜ
ឋ
」
を
問
う
言
ᓶ
に

な
り
ま
す
。

ų

「
᩿
目
」
に
「
Ⴧ
」
が
つ
く
と
「
Ⴧ

᩿
目
」
で
す
。
ଐ
ࠝ
用
ᛖ
的
に
は

Ϙ
ᛩ
を
言
わ
な
い
よ
う
な
人
௡
を

指
し
ま
す
が
、
「
Ⴧ
の
᩿
目
」
で
す

か
ら
ʿ
૙
用
ᛖ
的
に
は
「
し
ん
め

ん
ǅ
く
」
と
ᛠ
み
「
人
間
の
ஜ
ឋ

中
の
ஜ
ឋ
」
と
い
う
ॖ
味
に
な
り

ま
す
。

ų

「
᩿
目
な
い
」「
᩿
目
丸
つ
ぶ
れ
」

「
᩿
目
を
̬
つ
」
ሁ
の
ଐ
ࠝ
˟
ᛅ
的

な
使
い
方
で
は
「
世
間
˳
」「
˳
ᘶ
」

「
ݣ
᩿
」
ሁ
の
ॖ
味
に
᠃
じ
て
い
ま

す
。

ų

ʿ
૙
は
ഒ
や
ؓ
ბ
に
׃
わ
れ
な

い
こ
と
の
大
Џ
さ
を
᛼
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ஜ
ឋ
を
˳
ࢽ
で
き
れ
ば
、

つ
ま
り
ஜ
来
の
「
᩿
目
」
が
ࢽ
ら

れ
れ
ば
、
ଐ
ࠝ
˟
ᛅ
的
な
「
᩿
目
」

は
ൢ
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ų

ʿ
૙
用
ᛖ
的
な
ஜ
来
の
「
᩿
目
」

の
ॖ
味
を
ᎋ
え
れ
ば
、
ଐ
ࠝ
˟
ᛅ

的
な
「
᩿
目
」
は
小
さ
な
こ
と
で
、

つ
ま
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。
「
世
間

˳
」
で
は
な
く
、
ഒ
や
ؓ
ბ
に
׃

わ
れ
な
い
「
人
間
の
ஜ
ឋ
」
を
˳

ࢽ
で
き
れ
ば
、
「
世
間
˳
」
は
ൢ
に

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ų

で
は
ま
た
来
月
。

è




